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１０月２７日（木）、宮城県主催による石油コンビナート等

防災訓練が、当所および仙台市ガス局、全農エネルギー株式会

社を会場に実施されました。 

この防災訓練は、特別防災区域（仙台港周辺）に係る災害の

発生および拡大防止の措置により、地域の方々を災害から守る

ことを目的に、関係機関との緊密な連携、実践的技能の向上を

図るために毎年実施しているものです。 

当日は、警察や消防、海上保安部など１４機関が参加し、

タンク火災消火などの陸上訓練の他、海上ではオイルフェン

ス展張訓練、航空部門ではヘリを使って避難広報訓練など、

各部門の訓練が行われました。 

また、今回は仙台地区最大規模のタンク火災を想定し、２

００９年に全国配備（広域共同防災組織）された「大容量泡 

放射システム」を配備場所である秋田国家石油備蓄基地

から搬入し、実放水訓練を実施しました。 

 

 
 
 

 

弊所では、近隣の 17 箇所の集会所・避難所等に、ＥＮＥＯＳ灯油(１８

リットルポリタンク８缶分)を無償で提供しております。 

仙台製油所で作った灯油で、地域の皆様に少しでも“暖”をお届けでき

ればと願い、本年も、平蔵屋石油店様(七ヶ浜店、大代店)を通じて、10月

下旬からご提供を開始させていただいております。 
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ＥＮＥＯＳ株式会社 仙台製油所 
    

〒985-0901 仙 台 市 宮 城 野 区 港 5-1-1 

電話番号 022-363-1122、フリーダイヤル 0120-330-201 

https://www.eneos.co.jp/company/about/branch/sendai/local/brochure.html 

 

地域のみなさまへ～ 仙台製油所からのお知らせ 

本紙に関するお問合せは、仙台製油所地域交流室 フリーダイヤル：0120-330-201 

地域集会所等へのＥＮＥＯＳ灯油のご提供 

陸上訓練の様子 

通常の消防車の約１０倍の放水量を誇る 

「大容量泡放射システム」 

大容量泡放射システムとは？ 
  主として大型の浮き屋根式タンク（可燃性液体貯蔵タンク）の全面火災の消火に用いる 

資機材で、以下①～⑤の資機材の総称をいいます。 

①泡放水砲  ②一体型ポンプ  ③泡消火薬剤  ④泡原液搬送用車両 

⑤必要な水量の水利を確保する遠距離送水のための資機材 

  仙台地区の災害では、秋田県の第２地区広域共同防災組織のシステムが出動します。 
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